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 【朝二小教育の心】 

学校教育目標  「たくましく思いやりがありしなやかな子どもの育成」   「好きにする よさを伸ばす」 

熱中症が心配されるほどの残暑から始まった２学期８５日間が、２５日で終了します。 

この８５日間、子ども達はめあてに向かってしっかり歩んできました。子どもたちの明る

く元気で前向きにがんばる姿に私達も元気をもらって進んできました。 

 ２学期の始業式で子ども達に特にがんばってほしいと話したことは、「人と関わりなが

らよりよいものにする力」をつけてほしいということでした。１２月もその「人と関わり

ながらよりよいものにする力」が発揮されました。 

☆優しさいっぱい 笑顔いっぱい 

１２月に入り、子ども達は「ドラえもん」の貯金箱を

持って登校していました。歳末の募金活動の一環です。

貯金箱を渡す子、受け取る子の真剣な表情の中にも優し

い気持ちが伝わってきます。 

また別の日。ＪＲＣ委員会の子ども達が全校を代表してお礼のお手紙

を交通指導員さんに渡していました。指導員の皆さんもお手紙を渡して

いた子ども達も笑顔、そばを通った子ども達も笑顔でした。 

☆ナイス パフォーマンス タイム ランチルーム編 

１日と 5日の昼休みには、ランチルームでのナパタをしまし

た。予定していた１日では終わらず、２日間の日程となりまし

た。クラブで練習した和太鼓の演奏やキレッキレのダンス、素

敵なピアノ演奏、そして学級での参加と、みんなが楽しめる、

活躍できるナパタの復活となりました。手拍子や拍手、笑顔が

いっぱいでした。 

みんなの前で「やってみよう」とがんばる姿、発表する子を

応援する姿に感激した時間でした。 

☆熊の目撃～安全な登下校へのご協力ありがとうございました～ 

今年の漢字は、「熊」。本当に熊に翻弄された年でした。１５日夜の大東町での目撃情報

から、１６日の朝は、基本自家用車での登校とさせていただきました。帰りもお迎えにこ

られる方には、時間差でご協力いただき、子どもたちが安全に登下校することができまし

た。 

２００名弱の児童のお迎えに、お待たせしたご家庭もあり申し訳ありませんでした。電

話では対応しきれないため、緊急メールでのお迎えの報告は、大変ありがたかったです。

１９日には、オンライン授業のご案内も配布いたしました。様々な方法を用いながら、子

どもたちの安全と学習を保障していきます。 

 

２学期８５日間。優しさいっぱい、笑顔いっぱい。そして、がんばりいっぱいの「二小

っ子」でした。支えてくださった保護者・地域の皆様に心より感謝いたします。 

 

（文責 校長） 

 


